
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

【本事業の概要】 

１．日 時  2022 年 11 月 5 日（土） 13：10～14：10 

２．場 所  附属池田中学校の普通教室、特別教室など 

３．発表者数  ５３グループ（１グループ 2〜4 名）（別紙１参照） 

４．対 象  附属池田中学校在校生・３年生保護者 

５．時間配分 各グループ①プレゼン（１０分）→質疑応答（約５分）→グループ②プレゼン（１０分）→質疑応答  

（約５分）→グループ③プレゼン（１０分）→質疑応答（約５分）（１教室３グループ 全 18 教室） 

【当日の取材について】 

12：40 集合      事前説明 附属池田中学校校舎前（大阪府池田市緑丘 1 丁目 5 番 1 号） 

13：10～14：10   プレゼン取材 

【取材申込】 2022 年 11 月４日（金）13：00 まで受付 

・取材を希望される場合、下記 URL の「取材依頼フォーム」よりお申し込みください。 

 https://osaka-kyoiku.ac.jp/university/kouhou/pr_procedure/ 

 

 

 

 

報道機関各位 2022年 10月 26日 

中学生の特技・熱意で社会を変える！ 

社会課題を見つけ行動した３年生～９ヶ月の軌跡～ 

大阪教育大学附属池田中学校の 3 年生が、総合的な学習の一環として社会の課題を発見・

調査し、その課題を解決するために行動する取組（コミュニティプロジェクト（CP））を行いました。 

この度、CP の成果を発表するためのプレゼンテーションを、同校の文化祭において、在校生と３

年生保護者を対象に行います。 

なお、今年度のボランティア・スピリット・アワード*に同校から 53 グループが応募し、28 グルー

プがコミュニティー賞を受賞し、同校の取組が一定の評価を得ることができました。 

 

* ボランティア・スピリット・アワードは、米国プルデンシャル・ファイナンシャルが 1995 年に開始した国際的な青少年のボランティア

支援プログラムで、日本では 1997 年にスタート。過去 25 年間で、約 48,000 通、総勢約 416,000 人もの中学生・高校生の

応募があり、「未来を描くチカラ」をキャッチフレーズとして、“誰かのために何かを変える“ことを目指し、自ら行動を起こしている中

学生・高校生を応援するものです。 

本件に関する取材のお問い合わせ先 

 国立大学法人大阪教育大学 総務部総務課広報室 加藤 

 TEL 072-978-3211  FAX 072-978-3225 メール：kouhou@bur.osaka-kyoiku.ac.jp 

本件に関する内容のお問い合わせ先 

大阪教育大学附属池田中学校 副校長 辻本堅二 

TEL 072-761-8690  FAX 072-761-1104  メール：tsujimoto-k04@cc.osaka-kyoiku.ac.jp 
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【CP 活動内容】 

 

 子ども食堂の支援、ジュエンダー平等を訴える絵本の制作、食糧問題解決のための昆虫食の開発など、 

企業や公社、専門家等に生徒自身が連絡をとり、活動を進めました。 

 

（CP 活動テーマの一部） 

・アレルゲンフリーの献立を作り提供する。 

・昆虫食の認識を深めてもらい昆虫食で解決できる問題をサポートする 

・食品ロスを削減する 

・ジェンダーに関する絵本を作ろう！ 

・車椅子の方が住み良い社会を 

・若い世代に農業の面白さを伝え、農業従事者を増やしていく 

・保護犬・保護猫の快適な暮らしのサポート 

・日本が抱える“こども”の問題 

・幼稚園生に多様性について知ってもらおう。 

・石橋商店街のオリジナルマップを作る 

・病気の子どもたちを笑顔に！ 

・過疎地域の活性化 

・見た目の差別や偏見がない未来へ 

・海の環境を守ろう 

・漫画の良さを広めると共に海賊版サイトの危険性を訴える 

・日本の SNS 利用者に、フィッシング詐欺の危険性だけでなく具体的な対策法や回避法をわかりやすく伝 

えよう 

・衣服大量廃棄問題についての現状発信・改善 

・バスをより快適にするために 

・保育士不足の現状を理解し保育士増加に貢献する 

・ヤングケアラーに対する認識を高める 

・若い世代に古典文学の面白さを伝える 

・環境にやさしい生活の仕方を広める 

・日本を知ってもらう 

・ご飯で笑顔にプロジェクト〜in 夢食堂〜 

・繋げよう、食と子供。 

・学習サポートグループ 〜子どもたちの学習を支援する〜 

・子ども食堂でのボランティア活動と人材募集 

・介護用ロボットの普及に向けて 

・より良いオンライン授業のために 
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